
機密性２

近年、国内の「⽇本語指導が必要な児童⽣徒」の数は増加の⼀途を辿っており、
各学校で⽇本語の指導や教科の補習など様々な⽀援が求められています。本講演
では、欧⽶のバイリンガル教育研究を牽引してきたJasone Cenoz⽒とDurk 
Gorter⽒をお招きし、複数⾔語環境で育つ⼦供たちがその豊かな⾔語レパート
リーをフル活⽤しながら、どのように⾔語と教科内容を統合して学習を進めてい
くことができるのか、理論から実践まで幅広く論じていただきます。

Special Lecture/特別講演

Unlocking Potential: 
Learning Languages and Content 

through Pedagogical Translanguaging
可能性の鍵を開ける：

教授的トランスランゲージングを通じて言語と内容を学ぶ

Dr. Jasone Cenoz
Professor of Research Methods in Education, 
University of the Basque Country UPV/EHU

Dr. Durk Gorter
Ikerbasque research professor
University of the Basque Country UPV/EHU

＊講演は英語で⾏われ、質疑応答には逐語通訳がつきます

主催：大阪大学大学院人文学研究科附属
複言語・複文化共存社会研究センター

共催：母語・継承語・バイリンガル(MHB)教育学会
日本ロシア語教育学会

お問い合わせ：大阪大学大学院人文学研究科外国学専攻 横井幸子 (yokoi.sachiko@osaka-u.ac.jp)

⽇時：2025年5⽉16⽇(⾦) 13:30-15:00
 場所：⼤阪⼤学箕⾯キャンパス１F⼤阪外国語⼤学記念ホール

（対⾯のみ）
 申込⽅法：下記URLあるいはQRコードから参加申込をしてください

https://forms.gle/S9R7vnNqRNrBgwMv7

The University of Osaka
Diversity and Community Engagement Research Center


